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サポート 

次の HP Software Web サイトを参照してください。 

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

この Web サイトでは、HP Software が提供する製品、サービス、サポートに関するお問い合わせ情報が掲載さ

れています。  

HP Software オンライン ソフトウェア サポートでは、お客様自身が問題を解決するのに有益な情報を提供しま

す。ビジネスを管理するのに必要な、対話型技術サポート ツールにアクセスする、素早く効率的な方法を提供し

ています。サポートを受けるお客様は、サポート サイトを使って以下のことができます。 

• 関心がある知識ドキュメントの検索 

• サポート事例および機能強化リクエストの提出とサポート状況の追跡 

• ソフトウェア パッチのダウンロード 

• サポート契約の管理 

• HP サポート連絡先の確認 

• 利用可能なサービスに関する情報の確認 

• 他のソフトウェア顧客とのディスカッションへの参加 

• ソフトウェア トレーニングの検索と登録 

サポート エリアのほとんどでは、HP Passport ユーザーとして登録し、サインインすることが必要です。 

アクセス レベルに関する詳細については、次を参照してください。 

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP Passport ID に登録するには、次を参照してください。  

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
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1 HP Client Automation Starter and Standard 
のアップグレード 

以下の手順に従って、HP Client Automation Starter and Standard (HPCAS) の最新バージョ

ンにアップグレードしてください。 

 
HP Configuration Management Client Configuration Manager のバージョン 7.20 
は HP Client Automation Starter and Standard にブランド変更されました。 

HPCAS Server のアップグレード プロセスには次の 3 つのステップがあります。 

• ステップ 1: 既存の HPCAS インストールのバックアップ 

• ステップ 2: 最新バージョンへのアップグレード 

• ステップ 3: HPCAS データの復元 

 

 
HPCAS Server の移行時に管理者パスワードは secret にリセットされます。移行プ

ロセスの完了後、必ずこのパスワードを変更してください。 

ステップ 1: 既存の HPCAS インストールのバックアップ 

HPCAS の既存のインストールをバックアップして、アップグレードの準備をします。 

既存のインストールをバックアップするには 

1 HPCAS メディアから、migrate フォルダを一時的な場所にコピーします。 

(このフォルダは必ずコピーしてください。コピーしなければ、移行スクリプトを HPCAS 
メディアから直接実行することができません) 

2 コピーした新しい migrate フォルダから、ccmbackup.cmd を実行します。このとき、バ

ックアップ ファイルを保存するドライブ文字をコマンドの後ろに入力します。たとえば C: 
にファイルを保存する場合は、次のように入力します。 

ccmbackup C 

十分な領域がある場合は、アップグレード プロセスがバックアップ ファイルを 

C:\CCM\Backup に保存し始めます。 

プロセスが完了すると、次のメッセージが表示されます。 

All components have been successfully backed up to C:/CCM/Backup 
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Backup フォルダには次の HPCAS データが含まれます。 

— Patch Manager の取得設定および ODBC 情報の設定。 

— ベースラインからの CS Database 変更。 

— ポータル Openldap データベース。 

— ポータル ジョブ データベース。 

— KB Manager インポート履歴および SMM バックアップ用の現在 (ある場合) の Proxy 
Server アップロード フォルダ 

— インポートまたはエクスポートされたサービスのパブリッシュされた OS Images 
ChangeControl フォルダ用の OS Manager アップロード フォルダ 

 

 
バックアップ スクリプトをもう一度実行すると、次の新しいバックアップ フォルダ

が作成されます。 

C:\CCM\Backup-timestamp (timestamp はバックアップ フォルダの作成日時です) 

 

ステップ 2: 最新バージョンへのアップグレード 

最新の MSI インストーラ (hpccm.exe) を実行して HPCAS をアップグレードします。 

 
アップグレード プロセスでは、HPCAS SQL データベース (CCMDB) がアップグレ

ードされます。既存のデータベースを削除して新しいバージョンをアタッチする必

要はありません。  

最新バージョンにアップグレードするには 

1 HPCAS の既存のインストール バージョンを削除します。HPCAS は Windows コントロー

ル パネルの [プログラムの追加と削除] アプレットまたは以前のインストーラ (MSI または 
exe) を使用して削除できます。 

2 最新の HPCAS メディアから hpccm.exe を実行します。画面または『HP Client 
Automation Starter and Standard 管理者ガイド』のインストール手順に従います。 

 
以前のバージョンの HPCAS を先に削除しなかった場合、インストールはアップグレ

ード プロセスを開始します。このプロセスを続行しないでください。前に戻り、以前

のバージョンを削除してからインストーラを再実行します。 

 
アップグレードを実行する前に前提手順 (前掲の「ステップ 1: 既存の HPCAS イン

ストールのバックアップ」を参照) を完了しないと、HPCAS データが失われます。 

HPCAS の新しいバージョンがインストールされました。 
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ステップ 3: HPCAS データの復元 

HPCAS を最新バージョンにアップグレードしたら、既存のデータを新しいフレームワークに復

元します。 

HPCAS データを復元するには 

• 新しい HPCAS メディアの migrate フォルダから、ccmrestore.cmd を実行します。この

とき、前述のステップ 1 でバックアップ ファイルを保存したドライブ文字をコマンドの後ろ

に入力します。たとえば C: からファイルを復元する場合は、次のように入力します。 

ccmrestore C 

Backup フォルダに保存されているデータが新しい HPCAS フレームワークに移行されます。 

 

 
データを復元したら、コンソールにログインしてダイナミック リフレッシュ グルー

プ ジョブを開始してください。これにより、スケジュールされたジョブの実行前に

正しいデバイスがグループに追加されます。 

 

HPCAS Server がアップグレードされると、配布されているコンポーネントをすべてアップグレ

ードする必要があります。詳細は第 2 章を参照してください。 
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2 配布されたコンポーネントのアップグ
レード 

以下の手順に従って、環境内のデバイスに配布された HPCAS コンポーネントをアップグレード

してください。これには次を含みます。 

• 管理エージェント 

• Administrator Publisher 

• インフラストラクチャ サーバー 

 
配布されたコンポーネントをアップグレードするには、第 1 章で説明したように 
HPCAS Server を先にアップグレードする必要があります。 

 
HPCAS の最新バージョンにアップグレードした後、Settings Migration Manager で
作成されたユーザー設定の新規バックアップを実行する必要があります。以前のバー

ジョンの HPCAS を使用して作成されたバックアップは、復元できません。Settings 
Migration Manager を使用したユーザー設定のバックアップの作成および復元につい

ての詳細は、HPCAS ガイドを参照してください。  

 

管理エージェントをアップグレードするには 

1 エージェント配布ウィザードを使用して最新の管理エージェントをすべての管理対象デバイ

スに配布します。新しい管理エージェント インストールによって、既存のエージェントが

最新バージョンにアップグレードされます。 

2 [レポート] タブで管理エージェントがアップグレードされたことを確認します。バージョ

ン 7.20 HPCAS Server ではバージョン 7.20.x 管理エージェントが配布されます (バージョ

ン 2.11 ではバージョン 5.11.x 管理エージェント、2.10 ではバージョン 5.10.x エージェント、

2.00 ではバージョン V420.x エージェントがそれぞれ配布されました)。フィルタは、[検索

オプション]、[データ フィルタ]、[インベントリ管理の関連情報]  [オペレーションの関

連情報]  [HPCA エージェントのバージョン] で使用できます。 

 
バージョン 2.00 から 2.11 以降へのアップグレード プロセス中に、アップデートした管

理エージェント インストールによって 2.00 Publisher が削除されます (インストールさ

れている場合)。コンソールを使用して Publisher を配布した場合は、ソフトウェア削

除ウィザードを使用して既存の Publisher メタ データを削除する必要があります。 

 

HPCAS コンソールを使用せずに管理エージェントをアップグレードして最新バージョンを配布

した場合は、アップグレードした管理エージェントのセルフ メンテナンスを有効にして最新の 
rma.tkd を受け取る必要があります。 

アップグレードしたエージェントのセルフ メンテナンスを有効にするには 

1 HPCAS メディアの \RadAgent\rma  ディレクトリから最新の rma.tkd を次の HPCAS イ
ンストール ディレクトリにコピーします。 
C:\Novadigm\ManagementPortal\media\extended_infrastructure\management_agent\rma 

 
このディレクトリは作成する必要があります。 
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2 次のコマンドを実行して、rma.tkd のビルド番号を取得します。 
C:\Novadigm\ManagementPortal\nvdkit version rma.tkd 

3 selfmaintenance というテキスト ファイルを作成し、次のパラメータと値を入力します。 
criticalRMABuildNum    rma_build 
expectedRMABuildNum    rma_build 
proactiveupgrade       0 

rma_build はステップ 2 で取得したビルド番号です。 

 
パラメータと値を区切るのにタブ文字は使用しないでください。また、ファイル名に

は .txt などの拡張子を含めないでください。 

4 セルフメンテナンス ファイルを次の HPCAS インストール ディレクトリに置きます。 
C:\Novadigm\ManagementPortal\media\extended_infrastructure\management_agent 

 

Administrator Publisher をアップグレードするには 

1 既存の Publisher を削除します。 

— Publisher がコンソールから配布された場合は、ソフトウェア削除ウィザードを使用し

ます。 

— Publisher を手動でインストールした場合は、[プログラムの追加と削除] を使用します。 

 
バージョン 2.00 Publisher と管理エージェントが同じデバイスにインストールされてい

る場合は、最新の管理エージェントにアップグレードすると 2.00 Publisher が自動的に

削除されます。2.00 Publisher がコンソールから配布された場合は、ソフトウェア削除

ウィザードを使用して残りのメタ データを削除する必要があります。このプロセスを実

行すると、Publisher デバイスにダイアログ ボックスが表示され、このアクションはイ

ンストールされているコンポーネントについてのみ有効であるというメッセージが表示

されます。これは予期されることなので、ダイアログを閉じてかまいません。 

2 ソフトウェア配布ウィザードまたは HPCAS メディアの HPCAS-Admin72.msi を実行して、

最新の Publisher を配布します。 

インフラストラクチャ サーバーをアップグレードするには 

1 既存の配布されたインストラストラクチャ サーバー サービスを削除します。[設定] タブ

の [インフラストラクチャ] セクションで、インフラストラクチャ サービスがインストー

ルされているサーバーをすべて選択します。 

2 [インフラストラクチャ サービスの削除] をクリックします。 

3 移行するインフラストラクチャ サーバーを選択し、[インフラストラクチャ サービスの配布] 

をクリックします。 

新しいサービスがインストールされ、最新リリースで使用できる新しい機能が有効になります。 

移行後は、インフラストラクチャ ロケーションを作成してインフラストラクチャ サーバー

に割り当て、デバイスを有効にして適切なインフラストラクチャ サーバーに接続します。

ロケーションの作成と割り当てについての詳細は、製品マニュアルを参照してください。 

 
このオプションを使用してロケーションを自動作成する前に、最新の管理エージェ

ントを配布する必要があります。最新のエージェントが配布されていないと、サブ

ネット値が検出されないことがあり、ロケーションは作成されません。 
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